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きれいな川を油による汚染から守る！！ 

～平成２９年度「油流出事故対策現地訓練」を実施します～ 

 

 

 
本訓練は、河川の水質汚濁に関わる突発的な事故に備え、関係機関の密接な連携と事故処理技術

の向上を目的として、平成９年から実施しています。 
 

記 
 

１ 実 施 日 時  平成２９年１０月４日（水） １４：００～１５：３０ 
 

２ 実 施 場 所  沙流川水系沙流川 荷菜樋門 

           （沙流郡平取町荷菜地先 荷菜大橋下流右岸）（別紙箇所図参照） 
 

３ 主 催  北海道一級河川環境保全連絡協議会 鵡川・沙流川部会 
 

４ 参加予定機関  胆振総合振興局、日高振興局、上川総合振興局、 

胆振総合振興局室蘭建設管理部、上川総合振興局旭川建設管理部、 

苫小牧警察署、門別警察署、富良野警察署、 

むかわ町、占冠村、日高町、平取町、室蘭開発建設部 
 

５ 訓 練 内 容  油流出事故対策工法の現地訓練 

（オイルフェンスの設置・オイル吸着マット等による疑似油の除去） 
 

６ そ の 他  雨天決行（災害時は中止） 
 

※「北海道一級河川環境保全連絡協議会 鵡川・沙流川部会（昭和５７年８月１０日発足）」は、鵡川・

沙流川並びにこれに接続する公共に供される水域及び水路の環境保全対策について、関係機関相互の

連絡調整を図ることを目的として組織されたものであり、上記参加機関が構成員となっています。 

 

 

 

「北海道一級河川環境保全連絡協議会 鵡川・沙流川部会※」は、発生件数が多い油の流出事

故を想定した現地訓練を下記のとおり実施します。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部 電話（治水課）0143-25-7045 

        治水課  課  長  天野 聡 （内線291） 

        治水課  上席治水専門官  旭 峰雄 （内線301） 

室蘭開発建設部ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/mr/ 

平成２９年９月２７日 

室蘭開発建設部 広報官 

 



sonoyama-h22aa
線

sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
日高町富川方面


sonoyama-h22aa
線


sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
日高町日高方面


sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
平取町役場


sonoyama-h22aa
楕円

sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
訓練実施場所


sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
　Ｈ２９油流出事故対策現地訓練　箇所図


sonoyama-h22aa
スタンプ

sonoyama-h22aa
線

sonoyama-h22aa
四角形

sonoyama-h22aa
楕円


sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
訓練実施場所


sonoyama-h22aa
線

sonoyama-h22aa
楕円


sonoyama-h22aa
テキスト ボックス
駐車場所


sonoyama-h22aa
線


sonoyama-h22aa
開いた多角形

mori-a22aa
テキスト ボックス
別　紙




疑似油（ピンポン球）を使用した油回収作業

（参考）昨年の水質事故訓練の実施状況について（室蘭開発建設部）

オイル吸着マット等の設置作業

油流出事故対策資材のデモンストレーション

実施年月日 平成２８年１１月１日（火）
１４時００分～１５時３０分

実施場所 沙流郡日高町富川東地先
（一級河川沙流川 オコタン樋門）

主催機関 北海道一級河川環境保全連絡協議会
鵡川・沙流川部会

参加機関 日高振興局、門別警察署、むかわ町、占冠村、
平取町、日高町、日高西部消防組合消防署、
協定業者、室蘭開発建設部

参加人数 ５４名

訓練の内容 ・油流出事故対策工法の現地訓練（３０分程度）
日高町富川付近でトラックが横転し、軽油が

オコタン川から沙流川に流出するおそれがある
という想定のもと、オイルフェンス設置など、
油回収作業の訓練を実施した

・NPO法人油汚濁防止技術研究会による油流出事故
対策資材のデモンストレーション（３０分程度）

◆油流出事故現地訓練の実施 ◆油流出事故現地訓練状況


